



















































































































大日本蚕糸会より貞明皇后記念蚕糸科学賞を受賞した。Musics, signs, and inter-
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関しても、たとえ受動的であったとしても何らかの影響を受け、結果として知識
の習得や学習につながるものと思われる。
予算面では、国際旅費（海外演奏家の招聘）や謝礼などについては、主に授業
に与えられた大学の助成金及び企画者自身の研究費の一部によって賄われた。国
内旅費（国内の研究者招聘）については、長崎大学の重点課題「東アジア共生（共
生するアジアの多文化社会）」のプロジェクト（ワンアジア財団寄付事業の援助
を頂いたことに感謝している。
催しは盛大なものではなかったが、会場の参加者、講演者、演奏者自身が共に
満足できたことの意義は大きく、成功を収めた。
しかし、これだけの一流メンバーで、今後二度と聴けないくらいレベルの高い
内容の講演＆コンサートであり、しかも、授業を多文化社会学生が来やすい時間
帯に調整したにもかかわらず、残念ながら、予想していたとはいえ、多文化社会
学部からはアフリカハウスの学生の以外ごく限られていた学生しか来ていなかっ
た。このイベントに限らず、多文化社会学部が主催するイベントに自主的に参加
する学生が少ないことは、一つの課題であり、今後の工夫や対策が求められる。
最後に、本企画の実施や運営に当たって、大変お世話になった増田先生及びア
フリカホウスの学生、資金援助をくださった「共生するアジアの多文化社会」の
プロジェクト及びイベントにお越し頂いた多文化社会学部の先生の皆様に衷心よ
り感謝の念を表したい。
注
1これは1930年、当時の東京帝国大学で初めて開設された「日本音楽の歴史及び理論」という
講義に田辺先生が述べた言葉である（吉川1969：4）。
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